
水道局の業務紹介第３回

料金課［りょうきんか］ 経理課［けいりか］
　水道局全体の収入や支出の管理をしたり、資金の運用を行っ
たり、予算や決算の取りまとめなどをしています。また、水

道局が発注する工事などの契約に関する事務や、工
事の検査なども行っています。

　水道の使用開始や中止、名義変更の受付をすること、水道料金
等の請求や管理をすることが主な仕事です。
　水道料金と同時に下水道の使用料の収納も行っています。
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水道だより

1脱衣所や浴室を暖かく
急激な温度変化は体に負担をかけます。あらかじめ脱衣所や浴室を暖めて、温度差をなくしましょう。
シャワーで湯船にお湯をためると、蒸気が満ちて寒さが和らぎます。

2かけ湯で体を慣らしましょう
お湯を汚さないためのほかに、身体を入浴温度に慣らすためのかけ湯は大切です。また、高温での
入浴は体への負担が大きいので避けましょう。

3水道水で水分補給を忘れずに
入浴中は汗をかきますので、徐々に体の水分が失われていきます。入浴前と入浴後には水道水を飲んで、
十分に水分を補給しましょう。

　寒い季節は、体の芯まで温まるお風呂が気持ちいいですね。健康的にお風呂を楽しみましょう。

　寒い季節はついつい水分補給を忘れがちになりますが、暖房の効いた暖かな部屋にいると、思った
以上に汗をかき、体内の水分量はどんどん失われていきます。こまめな水分補給に心がけましょう。
　寒い季節を健康的に乗り切るために、水道水がお役に立てることをご紹介します。

お風呂編

1水道水でこまめな手洗い・うがい
外出後にはこまめに手洗い・うがいを心がけましょう。手洗いは流水でしっかり手首まで洗いましょう。
うがいはのどの奥までしっかり15秒を3回繰り返しましょう。

2お部屋の中も乾燥注意
暖房で乾燥しやすい室内では、加湿器などを使って適切な湿度（50～60%）を保つことも効果的です。

　空気が乾燥すると、気道粘膜の防御機能が低下し、インフルエンザにかかりやすくなります。
　日ごろから十分な休養とバランスのとれた栄養摂取を心がけ、体の抵抗力を高めましょう。

乾燥対策編

1準備しておきましょう
晴れた日に、あらかじめベランダのごみや砂などを取っておきましょう。
そうすれば雨が降り、濡れて汚れが浮き上がった時にこすり洗いをするだけでかんたんにきれいになります。

2いらないものを利用しましょう
使わなくなった歯ブラシや、いらない割りばしに布やティッシュペーパーを巻き付けたもので、窓まわりや排水溝を磨けばピカピ
カに。仕上げは水道水でサッと流せばベランダもピカピカに。

　大掃除の際にも活躍する水道水。気持ちよく新年を迎えたいものです。ベランダなどの掃除は雨の日が
チャンスです。ご近所の方が洗濯物を外に干さない日にお掃除しましょう。
　※マンションなどの集合住宅では階下への水こぼしに配慮しましょう。

お掃除編

参考：厚生労働省『インフルエンザの予防等基礎知識普及啓発資料（簡易版）』／全国健康保険協会『12月の水分補給』／大阪府健康医療部保健医療室医療対策課『インフルエンザを予防しよう』

参考：東邦大学メディカルレポート『ヒートショックから身を守る』／厚生労働省『「健康のため水を飲もう」推進運動』
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●水道の使用開始・中止のお申込み
●名義変更のお届け
●故障修繕のお申込み
●口座振替・クレジットカード払いの手続きについてのお問い合わせ
●水道に関するお問い合わせ

※上記の時間外・年末年始の緊急時は水道局警備室へ電唖06-6489-7400
FAXは06-6375-0124です。

唖06-6375-0002

水道の使用開始・中止など
水道局へのお申込み・お問い合わせは

水道局電話受付センター

毎日※午前8時45分～午後5時30分まで受け付けています。
※12月29日～1月3日を除く。

◎不要になった紙類は「燃やすごみ」ではなく紙資源回収へ。資源のリサイクルにご協力を！

ウォーターニュースあまがさき　第69号●尼崎市水道局

にご注意ください。
外気温が氷点下になると水道管が凍結するおそれがあります。
いつでも安心してお使いいただくために、水道管の冬支度をお忘れなく。

水道管の

①気温の上昇によって自然に溶けるのを待つ。
②タオルや布の上からゆっくりとぬるま湯をかけて溶かす。
　※直接熱湯をかけると水道管が破裂してしまうおそれが
　　ありますのでご注意ください。

①メーターボックス内の止水栓をしっかり閉めて、
　漏水を止めてください。
②破裂したところにタオルなどを巻き付けて
　応急処置をしてください。
③水道局電話受付センター（06-6375-0002）、
　尼崎市水道工事業協同組合（06-6422-5151）、
　指定給水装置工事事業者（水道局ホームページ参照）へ
　ご連絡ください。

■もしも凍結して水が出なくなったときは……

■もしも水道管が破裂してしまったときは……

凍結凍結

水
道
事
業
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用
水
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平成26年度決算書は、水道局公式ホームページに掲載しています。 http://amasui.org

平成26年度の水道事業と工業用水道事業の決算概要

決算に関するお問い合わせは、尼崎市水道局　経営部経理課　TEL.06-6489-7408

　平成26年度の水道事業は、9億7千万円の当年度純利益を計上することができました。また、水道水の安定供給のための投資は13億7千万円で、水道管
などの老朽化した施設の更新を実施しました。しかし、水道事業は、水道水の使用量が平成４年度以降減少を続けており、主な収入源である水道料金収入
も年々減少しています。このような中、昭和40年代に集中して建設した多くの施設が更新時期を迎えますので、今後も工事量の増加が見込まれます。このた
め、引き続き水道水の使用量の変化と財政状況を見ながら計画的な施設更新に取り組んでいきます。

　平成26年度の工業用水道事業は、4億８千万円の当年度純利益を計上することができました。また、工業用水の安定供給のための投資は5億9千万円
で、水道管などの老朽化した施設の更新を実施しました。しかし、工業用水道事業は、前年度中に使用量の多い受水企業が工業用水の使用を止めたため、
料金収入が大きく減少しています。このような中、水道事業と同様に今後は工事量の増加が見込まれます。このため、引き続き受水企業の動きと財政状況を
見ながら計画的な施設更新に取り組んでいきます。

水道事業の収入・支出の概要 貸借対照表

財政収支の構成

財政収支の構成

貸借対照表工業用水道事業の収入・支出の概要

負担金など 7.6億円（8.0％）分担金 2.8億円
（3.0％）

減価償却費等 14.6億円（17.2％）

その他一般
管理費用

8.8億円（10.4％）

配水管などの維持管理費用
7.1億円（8.4％）

水道水の製造費用
4.8億円（5.6％）

借入金に対する支払利息
3.0億円（3.5％）

水道料金の徴収などの費用
7.5億円（8.8％）

給水収益（水道料金）
84.3億円

受水費
39.2億円

その他収入
10.4億円

減価償却費等 14.6億円
支払利息 3.0億円

純利益
9.7億円

施設の維持管理・人件費・
物件費など 28.2億円

支出
85.0億円

水道料金
84.3億円（89.0％）

水道水の購入費用
39.2億円（46.1％）

収入 94.7億円の構成

事業の管理・運営にかかわる収支 施設の建設・改良にかかわる収支

支出 85.0億円の構成

差引（不足額） 27.1億円

企業債償還金
6.4億円

建設改良費
11.3億円

流動負債
23.8億円

資本金
114.2億円

有形固定資産
（土地・建物・
機械など）
297.7億円

流動資産
（現金・未収金など）
81.8億円

無形固定資産
（ソフトウェアなど）
2.4億円
投資その他の資産
0.1億円

剰余金
89.7億円

工事負担金等
0.3億円

企業債
4.0億円

施設整備事業費
13.7億円

支出
31.4億円

収入
94.7億円

収入
4.3億円

固定負債
126.4億円

繰延収益
27.9億円

資本
203.9億円

負債
178.1億円

資産
382.0億円

▲

純利益は、9.7億円の黒字でした。

共同施設管理収益
3.2億円（15.0％）

その他収益
3.9億円
（18.3％）

固定資産
売却益 
2.0億円（9.4％）

減価償却費等
4.8億円（29.1％）

その他一般管理費用
3.1億円（18.8％）

工業用水の配水に係る費用
2.7億円（16.3％）

工業用水道料金の
徴収などの費用
0.1億円（0.6％）

工業用水道料金
12.2億円

共同施設管理収益
3.2億円

固定資産売却益
2.0億円

その他
収益
3.9億円

減価償却費等 4.8億円

純利益
4.8億円

施設の維持
管理・人件費・
物件費など
11.7億円 支出

16.5億円

工業用水道料金
12.2億円（57.3％）

共同施設の
維持管理費用
5.8億円（35.2％）

収入 21.3億円の構成

事業の管理・運営にかかわる収支 施設の建設・改良にかかわる収支

支出 16.5億円の構成

差引（不足額） 6.0億円

企業債償還金
0.5億円

建設改良費
0.2億円

流動負債
2.6億円

資本金
85.4億円

有形固定資産
（土地・建物・
機械など）
93.5億円

流動資産
（現金・未収金など）
70.2億円

無形固定資産
（ソフトウェアなど）
0.9億円

投資
その他の資産
29.2億円

剰余金
59.8億円

工業用
水道事業負担金
0.2億円

固定資産売却代
0.4億円

施設整備事業費
5.9億円

支出
6.6億円

収入
21.3億円

収入
0.6億円

固定負債
26.8億円

資本
145.2億円

負債
48.6億円

資産
193.8億円

▲

純利益は、4.8億円の黒字でした。
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ん
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▲
資本的収支は、27.1億円の収支不足となりましたが、
減価償却費などで補てんしました。

▲

資本的収支は、6.0億円の収支不足となりましたが、
減価償却費などで補てんしました。

繰延収益
19.2億円

※「ウォーターニュースあまがさき」のバックナンバーは水道局ホームページに掲載しています。
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